
学修成果の可視化と卒業時質保証
ーディプロマ・サプリメントの発行を通してー

テーマⅤ 卒業時における質保証の取組の強化
東京外国語大学

学生が重点的に履修し
た分野を専門力として
表示。

ー取組の概要ー
在学時に何を学び、卒業時にどのような知識・能力・技能を獲得することができたのか、学修成果の

可視化とその質保証に向けて取り組んでいる。
１）ディプロマ・ポリシーにおいて、卒業までに身につく力として規定している「言語力」、「専門

力」、「行動・発信力」のそれぞれに関し、その達成度を示す客観的な指標を定める。
２）上記の達成状況を学務情報システムと連動した ポートフォリオ「 （通称：たふれ

こ）」で可視化する。
３）「 」を通して、学生の省察を促し、自身の強みと今後の課題を明確にする。
４）「 」に蓄積された情報に基づき、就職活動時には「学修活動履歴書」を、卒業時に
は「 ディプロマ・サプリメント」（日本語・英語版）を発行する。

自主的に受検した外国語外部試
験結果も反映。

ヨーロッパ言語共通参照枠（ ）
に準拠し、本学独自に開発してきた

を用いて、専攻言語の言語能
力を可視化。

派遣留学や学校の紹介
を通して行ったイン
ターンシップやボラン
ティアの活動歴
も記録。

卒業式の日に、公印が入ったディプ
ロマ・サプリメント（日本語・英語
版、計 種）を学生に配付している。
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